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●
有
明
海
花
火
フ
ェ
ス
タ
の
取
材
の
た
め

自
転
車
で
む
つ
ご
ろ
う
ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
距
離
を
自
転
車
で
移
動
す
る

の
は
高
校
以
来
。
筋
肉
痛
を
覚
悟
し
て
い

た
が
、
翌
日
も
体
に
変
化
無
し
。
運
動
不

足
と
は
い
え
、
ま
だ
20
代
の
体
に
自
信
を

取
り
戻
し
か
け
た
そ
の
さ
ら
に
翌
日
、
恐

れ
て
い
た
筋
肉
痛
が
や
っ
て
き
た
。 〈
和
久
〉

省
菴
先
生
の
教
訓
４
０
０
カ
条
と
文
章

新

市
史
抄
片

編
集
後
記

●
９
月
中
旬
の
台
風
18
号
は
、
大
雨
で
各

地
に
大
き
な
災
害
の
爪
痕
を
残
し
て
い
っ

た
。
川
の
氾
濫
で
京
都
市
の
嵐
山
や
、
福

知
山
市
な
ど
の
被
害
を
テ
レ
ビ
報
道
で
見

た
が
、
昨
年
の
柳
川
で
起
き
た
水
害
を
思

い
出
し
た
。
毎
年
ど
こ
か
で
水
害
が
起
こ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
来
年
は
な
に
も
起

こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
だ
。〈
賢
治
〉

平成 25 年 8 月末現在

人 のうごき

　

慶
安
２
（
１
６
４
９
）
年
28
歳
よ
り
５

年
間
、
京
都
の
松
永
尺せ

き

ご五
の
も
と
で
儒
学

を
学
ん
だ
安
東
省せ

い
あ
ん菴

は
、
明
暦
２
（
１
６

５
６
）
年
35
歳
の
折
、
柳
川
藩
儒
と
し
て

召
さ
れ
、
元
禄
４
（
１
６
９
１
）
年
70
歳

で
隠
居
を
許
さ
れ
る
ま
で
の
36
年
間
、
藩

儒
の
使
命
と
し
て
、
儒
学
者
の
立
場
か
ら

倦う

む
こ
と
な
く
、
恂

じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

恂
と
説
き
続
け
た
そ

の
教
訓
は
、
４
０
０
カ
条
に
達
っ
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
そ
れ
ら
の
教
訓
を
、
省
菴
は
３

種
の
文
章
体
を
使
い
分
け
て
書
い
て
い
た
。

そ
の
１
は
学
者
向
け
の
漢
文
体
、
そ
の
２

は
教
養
の
あ
る
人
た
ち
向
け
の
片
仮
名
の

文
章
、
そ
の
３
は
一
般
庶
民
向
け
の
平
仮

名
の
文
章
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
省
菴
に
は
、
教
訓
書
が
８

点
あ
る
。

Ａ�

『
訓き

ん
も
う
し
ゅ
う

蒙
集
』
＝
平
仮
名
本
、
35
条
、
寛

文
４
（
１
６
６
４
）
年
成
立

Ｂ�

『
訓
蒙
集
』
＝
片
仮
名
本
、
49
条
、
寛

文
４
年
成
立

Ｃ�

『
愚ぐ

と
く
し
ゅ
う

得
集
』
＝
平
仮
名
本
、
64
条
、
寛

文
13
（
１
６
７
３
）
年
刊

Ｄ�

『
理り

が
く
よ
う
し
ょ
う

学
要
抄
』
＝
片
仮
名
本
、
88
条
、

成
立
年
未
詳

Ｅ�

『
理り

が
く
し
ょ
う
よ
う

学
抄
要
』
＝
片
仮
名
本
、
68
条
、

成
立
年
未
詳

Ｆ�

『
初し

ょ
が
く
も
ん
ど
う

学
問
答
』
＝
平
仮
名
本
、
56
条
、

成
立
年
未
詳

Ｇ�

『
孫そ

ん

し

ぬ

き

が

き

わ

げ

子
抜
書
和
解
』
＝
片
仮
名
本
、12
篇
、

成
立
年
未
詳

Ｈ�

『
射し

ゃ
ほ
う
て
い
よ
う

法
提
要
』
＝
片
仮
名
本
、
11
条
、

成
立
年
未
詳

省
菴
は
、
藩
士
に
対
し
て
、「
文
」「
武
」

が
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

強
調
す
る
が
、
Ａ
か
ら
Ｆ
６
点
の
３
６
０

条
は
「
文
」
に
つ
い
て
の
教
訓
で
あ
り
、

Ｇ
と
Ｈ
の
23
条
は
「
武
」
に
つ
い
て
の
教

訓
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
軍
法
お
よ
び

兵
法
に
つ
い
て
の
教
訓
書
Ｇ
と
Ｈ
が
あ
る

の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
文
」
に
つ

い
て
の
教
訓
書
の
う
ち
、平
仮
名
本
Ａ
、Ｃ
、

Ｆ
は
、
一
般
庶
民
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、

同
じ
く
片
仮
名
本
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｅ
は
、
教
養

の
あ
る
人
た
ち
向
け
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。「
武
」
の
片
仮
名
本
Ｇ
と
Ｈ
が
藩
士
向

け
だ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

「
文
」
の
平
仮
名
本
Ｃ
が
、
京
都
の
書し

ょ

し肆
よ

り
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
平

仮
名
本
が
広
く
一
般
庶
民
向
け
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

68
歳
で
書
い
た
平
仮
名
書
き
の
小
品『
子

を
教
ゆ
る
の
詞

こ
と
ば

』（
９
条
）
と
、
72
歳
の

折
の
『
五
条
訓く

ん

』（
５
条
）
と
が
あ
る
が
、

前
者
は
、
省
菴
が
嫡
子
「
守も

り
な
お直

」
に
与
え

た
漢
文
体
「
元
禄
己つ

ち
の
と
み巳

正
月
諭も

り
な
お
を
さ
と
す
ぶ
ん

守
直
文
」

（
省
菴
先
生
遺
集
七
）
を
和
文
体
に
和
ら
げ

た
も
の
で
あ
る
。
漢
文
は
、「
行ぎ

ょ
う
お
う
ざ
が

住
坐
臥
、

問こ
こ
ろ
に
と
う
て
い
わ
く
 
が
く
も
ん
に
お
こ
た
る
こ
と
あ
る
か

心
曰
、
学
問
有
懈
乎
。」と
い
う
形
で
、

計
９
カ
条
の
問
い
を
自
分
の
心
に
問
え
と

教
え
た
も
の
で
あ
る
（
全
62
文
字
）。
和
文

で
は
、「
有
懈
乎
」
以
下
９
カ
条
を
順
に
挙

げ
て
、「
人
の
道
は
、
親
へ
の
孝
、
君
へ
の

忠
を
第
一
と
す
れ
ば
云う

ん
ぬ
ん々

」
と
平
仮
名
の

文
章
（
約
１
３
０
０
文
字
）
に
和
ら
げ
た

も
の
で
あ
る
。
学
者
を
志
す
「
守
直
」
に

は
漢
文
体
を
用
い
、
一
般
の
「
子
」
に
は

和
文
体
の
文
章
を
用
い
る
と
い
う
使
い
分

け
が
確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
最
晩
年
ま

で
省
菴
が
、
相
手
に
相ふ

さ

わ応
し
い
文
章
体
を

選
ん
で
、
教
訓
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

市
史
編
集
委
員
　
井
上
敏
幸

●
ゆ
る
き
ゃ
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
が
今
年
も
始

ま
っ
た
。
我
が
柳
川
の
こ
っ
ぽ
り
ー
も
昨

年
に
続
き
参
戦
。
既
に
全
国
の
自
治
体
や

企
業
か
ら
１
０
０
０
体
近
く
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
、
こ
っ
ぽ
り
ー
は
現
在
１
０
０

位
あ
た
り
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
毎
日
１
票
を

投
票
し
て
い
る
が
、
何
位
に
な
っ
て
い
る

か
、
毎
日
気
に
な
り
だ
し
た
。　
　
〈
英
一
〉

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

市
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
係
（
☎
72
・
１
２
７
５
）

●人口 70,471 人（前月比 -78）
　　男　33,366 人（-17）
　　女　37,105 人（-61）
　　　   出生　50 人、死亡   84 人

　　　   転入 104 人、転出 148 人

●世帯数　24,900 世帯（-15）
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NO.

28

Ａ
『
訓
蒙
集
』（
平
仮
名
本
）

Ｂ
『
訓
蒙
集
』（
片
仮
名
本
）

今号の内容

◆市民のひろば (12-13)　◆川柳 (13)　◆
図書館 ･ 水の郷ニュース、柳川百選まち歩き
(14-15)　◆情報わいど (16-23)　◆がん
ばったね (24)　◆柳川にこの人あり 梅崎流
青さん（24）　◆もちふみデビュー (25)　
◆保健ガイド (26-27)　◆新市史抄片 (28)

◆特集・柳川の御花
◆市民健康まつり、よかもんまつり ほか

◆ふれあいわんぱーく開催 ほか

◆市長の高齢者訪問、敬老会 ほか

ページ

2 ～ 5
6 ～ 7
8 ～ 9

10 ～ 11

秋の夜空を大輪の花火彩る
　第 15 回有明海花火フェスタが 9 月 8 日、市学童農園むつ
ごろうランドで行われました。同フェスタは当初 8 月 25 日
の予定でしたが大雨や台風で延期に。開催を楽しみにしてい
た家族連れやカップルなど約 8 万人が、2 尺玉やスカイナイ
アガラなど 8000 発の花火に大きな歓声を上げました。


